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　春になると岩城島の積善山では、三千本
を超える桜が咲き誇り、天女の羽衣のよう
に山を包みます。瀬戸内海に霞む島影と潮
風に舞う花びらは、幻想的な美しさです。
また、桜の後にはつつじの花が鮮やかに山
を彩ります。

上島町﹁桜とつつじに　　
　　　　　包まれる積善山﹂



　平成27年₂月28日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 71 号　（2）　

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
第
68
回
定
期
総
会

を
2
月
17
日
午
後
3
時
30
分
か
ら
、「
松

山
全
日
空
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
開
催
。
県

下
9
町
の
町
長
並
び
に
、
副
町
長
及
び
総

務
課
長
の
出
席
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
は
ま
ず
、「
開
会
の
こ
と
ば
」
を
稲

本
副
会
長
（
内
子
町
長
）
が
述
べ
、
続
い

て
白
石
会
長
（
松
前
町
長
）
か
ら
あ
い
さ

つ
が
あ
っ
た
。

　

次
い
で
、
雨
宮
経
済
農
林
部
長
が
全
国

町
村
会
長
か
ら
の
祝
辞
を
代
読
し
た
後
に

祝
電
披
露
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
1
月
22
日
の
全
国
町
村
会
正

副
会
長
交
流
会
で
自
治
功
労
者
と
し
て
表

彰
さ
れ
た
西
宇
和
郡
伊
方
町
の
山
下
町
長

に
対
し
て
、
表
彰
伝
達
を
行
っ
た
。

　

次
に
議
事
に
入
り
、
ま
ず
、
規
約
に
よ

り
白
石
会
長
が
議
長
席
に
着
い
て
、
次
の

と
お
り
議
事
を
進
行
し
た
。

⑴　

報
告
第
1
号　

平
成
26
年
会
務
報
告

⑵　

報
告
第
2
号　

平
成
26
年
度
本
会
一

般
会
計
補
正
予
算

第
68
回
定
期
総
会

27
年
度
事
業
計
画
・
予
算
を
決
定

愛
媛
県
町
村
会
　

⑶　

議
案
第
1
号　

平
成
27
年
度
本
会
事

業
計
画

⑷　

議
案
第
2
号　

平
成
27
年
度
本
会
会

費
の
分
賦
方
法

⑸　

議
案
第
3
号　

平
成
27
年
度
本
会
一

般
会
計
予
算

　

以
上
で
議
事
を
終
了
し
、
最
後
に
「
閉

会
の
こ
と
ば
」
を
髙
野
監
事
（
久
万
高
原

町
長
）
が
述
べ
、閉
会
し
た
。（
閉
会
時
刻

16
時
）

自治功労者表彰　山下伊方町長

開会のことばを述べる稲本副会長（内子町長）

閉会のことばを述べる髙野監事（久万高原町長）

白石会長（松前町長）



　（3）　平成27年₂月28日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 71 号　

町村会・議長会 定期総会にかかる合同式典 次第

	 と　き　平成27年₂月17日㈫　16時30分　　　　　
	 　ところ　松山全日空ホテル「エメラルドルーム」　

₁．開　　会
₂．あいさつ　　白石愛媛県町村会長
₃．祝　　辞
₄．講　　演　　雨宮全国町村会経済農林部長
₅．来賓紹介
₆．閉　　会　　関本愛媛県町村議会議長会長

明比愛媛県議会議長 中村愛媛県知事 白石愛媛県町村会長

定期総会にかかる合同式典を開催
愛媛県町村会・愛媛県町村議会議長会　

　

愛
媛
県
町
村
会
と
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、２
月
17

日
㈫
開
催
の
定
期
総
会
終
了
後
、午
後
４
時
30
分
か
ら
「
松

山
全
日
空
ホ
テ
ル
」
で
合
同
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

合
同
式
典
は
、
各
町
か
ら
町
長
及
び
副

町
長
ま
た
は
総
務
課
長
が
、
ま
た
町
議
会

か
ら
は
議
長
及
び
議
会
事
務
局
長
が
出
席

の
下
に
開
催
さ
れ
、
は
じ
め
に
白
石
県
町

村
会
長
が
あ
い
さ
つ
に
を
述
べ
た
後
に
来

賓
の
知
事
（
三
好
総
務
部
長
代
理
出
席
）、

明
比
愛
媛
県
議
会
議
長
か
ら
懇
篤
な
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
に
、
全
国
町
村

会
の
雨
宮
経
済
農
林
部
長
か
ら
、「
農
地

制
度
改
革
に
つ
い
て
」
の
講
演
が
あ
っ
て

式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
関
本
県
町
村
議
会
議
長
会
長

が
閉
会
の
言
葉
を
述
べ
、
盛
会
裡
に
終
了

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
中
村
愛
媛
県
知
事
に
は
、
諸
般

の
都
合
か
ら
終
了
後
の
意
見
交
換
会
の
席

上
で
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。



　平成27年₂月28日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 71 号　（4）　

　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
第
66
回

定
期
総
会
を
2
月
17
日
午
後
3
時
30
分
か

ら
「
松
山
全
日
空
ホ
テ
ル
」
で
開
催
し
た
。

出
席
者
は
、
県
下
9
町
の
議
長
・
議
会
事

務
局
長
。

　

総
会
は
ま
ず
、「
開
会
の
こ
と
ば
」
を

三
好
副
会
長
（
松
前
町
議
長
）
が
述
べ
た
。

続
い
て
関
本
会
長
（
松
野
町
議
長
）
か
ら

開
会
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
後
、
全
国
町

村
議
会
議
長
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
た
久
万

高
原
町
議
会
や
自
治
功
労
者
ら
受
賞
者
の

方
々
に
対
し
て
表
彰
状
の
伝
達
及
び
感
謝

第
66
回
定
期
総
会
を
開
く

27
年
度
事
業
計
画・予
算
を
決
定
！

県
町
村
議
会
議
長
会
　

町
村
議
会
議
長
会
会
務
運
営
方
針
及
び

事
業
計
画

⑹　

議
案
第
2
号　

平
成
27
年
度
愛
媛
県

町
村
議
会
議
長
会
会
費
の
分
賦
方
法

⑺　

議
案
第
3
号　

平
成
27
年
度
本
会
一

般
会
計
予
算

　
　

以
上
の
3
議
案
を
一
括
上
程
し
、
事

務
局
か
ら
順
次
説
明
。
一
同
異
議
な
く
、

議
決
さ
れ
た
。

　

以
上
で
議
事
を
終
了
し
、
最
後
に
「
閉

会
の
こ
と
ば
」
を
瀧
野
監
事
（
久
万
高
原

町
議
長
）
が
述
べ
、
閉
会
し
た
。

ご
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
全
国
町
村
議
会
議
長
会
長
表
彰
名
簿

	

　
　
　
　
　
　
　
（
本
県
関
係
／
敬
称
略
）

◎
優
良
議
会

　

上
浮
穴
郡
久
万
高
原
町
議
会

◎
自
治
功
労
者

・
議
員
15
年
以
上
在
職
者
（
15
名
）

　

久
万
高
原
町　

議
長　
　

瀧
野　
　

志

　
　
　
　
　
　
　

議
員　
　

玉
井　

春
鬼

　

松　

前　

町　

議
長　
　

三
好　

勝
利

　
　
　
　
　
　
　

議
員　
　

伊
賀
上
明
治

　

砥　

部　

町　

議
員　
　

土
居　

英
昭

　
　
　
　
　
　
　

議
員　
　

井
上　

洋
一

　
　
　
　
　
　
　

議
員　
　

西
村　

良
彰

　

伊　

方　

町　

議
員　
　

篠
川　

長
治

　
　
　
　
　
　
　

議
員　
　

菊
池　

孝
平

　
　
　
　
　
　
　

議
員　
　

中
村　

敏
彦

　
　
　
　
　
　
　

議
員　
　

小
泉　

和
也

　

鬼　

北　

町　

議
員　
　

山
崎　
　

保

　
　
　
　
　
　
　

議
員　
　

松
田
八
重
子

　

愛　

南　

町　

議
員　
　

増
元　

久
男

　
　
　
　
　
　
　

議
員　
　

那
須　

芳
人

㊟ 

表
彰
の
基
準
日
は
平
成
27
年
1
月
31
日
現
在
。

状
の
贈
呈
等
を
行
っ
た
。

　

次
い
で
、
本
会
規
約
の
定
め
に
よ
り
関

本
会
長
が
議
長
席
に
着
い
て
、「
議
事
」
に

入
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、
会
議
録
署
名
人
に
瀧
野
久

万
高
原
町
議
長
及
び
松
浦
鬼
北
町
議
長
を

指
名
し
た
後
、
次
の
と
お
り
議
事
が
進
め

ら
れ
た
。

⑴　

報
告
第
1
号　

会
務
報
告

　
　

一
同
了
承

⑵　

報
告
第
2
号　

平
成
25
年
度
愛
媛
県

町
村
議
会
議
員
共
済
事
業
特
別
会
計
決

算

　
　

事
務
局
か
ら
資
料
に
よ
り
説
明
が
あ

り
、
一
同
了
承
。

⑶　

報
告
第
3
号　

平
成
27
年
度
愛
媛
県

町
村
議
会
議
員
特
別
会
計
予
算

　
　

事
務
局
か
ら
資
料
に
よ
り
報
告
し
、

一
同
了
承
。

⑷　

認
定
第
1
号　

平
成
25
年
度
本
会
一

般
会
計
決
算

　
　

事
務
局
か
ら
、
資
料
に
よ
り
説
明
が

あ
り
、
一
同
異
議
な
く
認
定
さ
れ
た
。

⑸　

議
案
第
1
号　

平
成
27
年
度
愛
媛
県

　開会のあいさつ
 関本会長（松野町議長）　自治功労者表彰　瀧野久万高原町議長

　

新
議
長
紹
介

　

2
月
6
日
の
砥
部
町
議
会
臨
時
会

に
お
い
て
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

平
岡
文
男
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

　

砥
部
町
議
会
議
長

　
　
平ひ

ら

　
岡お

か

　
文ふ

み

　
男お

　
氏



　（5）　平成27年₂月28日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 71 号　

砥部焼モニュメント

道の駅ひろた「峡の館」

七折梅まつり

砥部焼まつり

　

砥
部
町
に
は
、
県
総
合
運
動
公
園
、
と

べ
動
物
園
、え
ひ
め
こ
ど
も
の
城
が
あ
り
、

年
間
六
十
万
人
以
上
の
人
が
来
町
さ
れ
ま

す
。
ま
た
砥
部
焼
ま
つ
り
に
つ
い
て
は
、

春
の
砥
部
焼
ま
つ
り
と
秋
の
砥
部
焼
ま
つ

り
の
年
二
回
開
催
さ
れ
ま
す
。
特
に
秋
の

砥
部
焼
ま
つ
り
は
、
客
と
窯
元
の
対
面
販

売
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
人
気
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
七
折
の
梅
ま
つ
り
は
約
一
个

月
間
開
催
さ
れ
、
広
田
の
道
の
駅
な
ど
に

も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
が
、
い
ま

ひ
と
つ
町
や
商
店
の
対
応
が
十
分
に
で
き

て
い
な
い
気
が
し
ま
す
。

　

よ
く
町
民
の
方
か
ら
、
と
べ
動
物
園
の

近
く
に
道
の
駅
を
作
っ
て
は
ど
う
か
と
の

声
を
聞
き
ま
す
。
町
と
議
会
、
商
工
会
、

農
協
と
話
し
合
い
、
調
査
だ
け
で
も
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
昨
年
、
町

内
を
走
っ
て
い
る
国
道
三
十
三
号
線
の
中

央
分
離
帯
の
一
部
に
、
砥
部
焼
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中
村
前
町
長
が
国
土
交
通
省
と
の
話
し
合

い
に
時
間
を
か
け
て
設
置
を
進
め
、
現
在

も
松
山
か
ら
砥
部
町
に
入
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
旧
砥
部
町
ま
で
の
区
間
に
も
設
置
す
る

予
定
で
計
画
を
し
て
お
り
ま
す
。
砥
部
町

の
伝
統
工
芸
で
あ
る
砥
部
焼
の
宣
伝
と
、

砥
部
町
ら
し
い
景
観
を
兼
ね
た
、
素
晴
ら

し
い
国
道
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
五
年
一
月
に
旧
砥
部
町
と
旧
広

田
村
が
合
併
し
て
新
町
と
な
り
、
十
年
の

節
目
を
迎
え
た
砥
部
町
議
会
の
舵
取
り
役

を
、
こ
の
度
託
さ
れ
ま
し
た
。様
々
な
問
題

が
山
積
す
る
中
、
特
に
山
間
部
の
広
田
地

域
を
中
心
に
、
砥
部
地
域
で
も
進
行
す
る

過
疎
化
へ
の
対
応
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
少
子
高
齢
化
の
波
に
突
入
し
た

町
の
将
来
像
を
心
配
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

砥
部
町
は
急
傾
斜
地
が
多
く
、
大
き
な
災

害
が
起
こ
れ
ば
復
旧
に
多
額
の
費
用
が
掛

か
り
ま
す
。
現
在
砥
部
町
は
県
内
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
健
全
財
政
で
す
が
、
町

の
防
災
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
財

政
維
持
が
不
可
欠
で
す
。
理
事
者
、
県
議
、

議
会
が
良
好
な
関
係
を
続
け
る
こ
と
が
、

地
域
の
発
展
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

随想随想随想

﹁
砥
部
町
の
現
在
﹂

 

砥
部
町
議
会
議
長　

平
　
岡
　
文
　
男
　

適
切
な
緊
張
感
を
保
ち
、
お
か
し
い
と

思
っ
た
こ
と
は
議
会
と
し
て
言
う
、
是
々

非
々
で
い
き
ま
す
。
町
議
に
初
当
選
し
て

か
ら
現
在
二
十
四
年
目
、
十
二
年
前
に
一

度
議
長
を
務
め
た
経
験
を
生
か
し
、
議
会

を
し
っ
か
り
ま
と
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
他
町
も
同
じ

悩
み
だ
と
思
い
ま
す
が
、
砥
部
町
も
企
業

誘
致
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。



　平成27年₂月28日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 71 号　（6）　

　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合（
組
合
長
・

白
石
勝
也
松
前
町
長
）
は
、
2
月
19
日
㈭

午
後
3
時
15
分
か
ら「
愛
媛
県
自
治
会
館
」

に
お
い
て
平
成
27
年
第
1
回
定
例
会
を
開

催
し
た
。

　

出
席
者
は
、
白
石
組
合
長
・
清
水
副
組

合
長
・
三
好
西
予
市
長
・
髙
野
久
万
高
原

町
長
・
髙
須
賀
東
温
市
長
・
藤
田
西
条
市

議
会
議
長
・
関
本
松
野
町
議
会
議
長
の
各

議
員
。

　

組
合
議
会
は
、
関
本
議
長
の
議
事
進
行

に
よ
り
、
会
議
録
署
名
議
員
に
髙
須
賀
議

員
及
び
髙
野
議
員
の
両
名
を
指
名
し
、
本

定
例
会
の
会
期
を
1
日
限
り
と
決
定
。

　

議
事
に
入
り
、
次
の
各
議
案
に
つ
い
て

審
議
し
た
。

議
案
第
1
号

　
　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
消

防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら

　
　

次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の

健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
の
次
世

代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
等
の
一

部
改
正
に
伴
う
、
児
童
扶
養
手
当

法
引
用
条
項
の
改
正
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
旨
の
説
明
が
あ
り
、
審

議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
決
定

し
た
。

議
案
第
2
号

　
　

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら

　
　

本
組
合
職
員
の
給
与
に
関
す
る
も
の

で
、
本
年
の
人
事
院
勧
告
に
沿
っ
て
改

正
す
る
も
の
で
、
平
成
26
年
4
月
1
日

付
け
の
給
与
改
定
及
び
平
成
27
年
4
月

1
日
付
け
の
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直

し
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
旨
の
説
明
が

あ
り
、
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り

決
定
し
た
。

議
案
第
3
号

　
　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
退
職
手

当
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
　

事
務
局
か
ら

　
　

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
給
与

平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算
決
定

県
市
町
総
合
事
務
組
合
　

制
度
の
総
合
的
見
直
し
の
影
響
を
踏
ま

え
現
行
の
支
給
水
準
の
範
囲
内
で
、
職

員
の
公
務
へ
の
貢
献
度
を
よ
り
的
確
に

反
映
さ
せ
る
よ
う
措
置
を
講
じ
る
た
め
、

退
職
前
の
職
責
に
応
じ
て
加
算
さ
れ
て

い
る
調
整
額
を
改
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

旨
の
説
明
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
原

案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

議
案
第
4
号

　
　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
消
防
負

担
金
の
負
担
方
法
に
つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら

　
　

消
防
負
担
金
条
例
に
よ
り
27
年
度

の
消
防
負
担
金
の
負
担
方
法
を
定
め

る
も
の
で
、
前
年
度
と
同
額
で
そ
れ
ぞ

れ
1
人
当
た
り
、
市
町
消
防
団
員
に
係

る
負
担
金
を
₂
₁
，
5
1
0
円
、
消
防

吏
員
に
係
る
負
担
金
を
3
1
0
円
、
市

町
人
口
に
係
る
負
担
金
を
30
円
50
銭

で
お
願
い
し
た
い
。
旨
の
説
明
が
あ

り
、
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
決

定
し
た
。

議
案
第
5
号

　
　

平
成
27
年
度
本
組
合
一
般
会
計
予
算

に
つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
₁
₀
，
9
1
3
，

5
0
0
千
円
（
前
年
度
比
3
3
8
，

5
1
0
千
円
減
）と
定
め
る
も
の
と
し
た

旨
の
説
明
が
あ
っ
た
後
に
、
○
退
職
手

当
、
○
消
防
補
償
、
○
交
通
災
害
、
○
自

治
会
館
、○
議
員
公
務
災
害
の
事
業
別
に

そ
れ
ぞ
れ
詳
細
な
説
明
が
あ
り
、審
議
の

結
果
、
原
案
ど
お
り
に
決
定
し
た
。

選
挙
第
1
号

　
　

組
合
長
の
選
挙
に
つ
い
て

　

▽
組
合
長
の
選
出

　
　

組
合
長　

白
石　

勝
也（
松
前
町
長
）

　
　
（
平
成
27
年
4
月
26
日
～
平
成
29
年
4
月
25
日
）

議
案
第
6
号

　
　

副
組
合
長
選
任
の
同
意
に
つ
い
て

　

▽
副
組
合
長
の
選
任

　
　

副
組
合
長　

清
水　

裕（
大
洲
市
長
）

　
　
（
平
成
27
年
4
月
26
日
～
平
成
29
年
4
月
25
日
）

平成27年度 愛媛県市町総合事務組合一般会計歳入歳出予算
（歳　入）	 （単位：千円）

款 本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額 比　　較

項
1	負担金 6，216，748 6，194，748 22，000

1	退職手当負担金 5，861，000 5，838，000 23，000
2	消防負担金 298，434 298，434 0
3	交通災害共済掛金 49，000 50，000 △	1，000
4	自治会館負担金 8，050 8，050 0
5	公務災害負担金 264 264 0

2	使用料 3，600 3，600 0
1	会館使用料 3，600 3，600 0

3	消防基金等支出金 394，000 394，000 0
1	消防基金支出金 393，000 393，000 0
2	議員連合会支出金 1，000 1，000 0

4	財産収入 6，943 7，346 △	403
1	財産運用収入 6，943 7，346 △	403

5	繰入金 3，930，003 4，290，003 △	360，000
1	基金繰入金 3，930，003 4，290，003 △	360，000

6	繰越金 307，700 306，900 800
1	繰越金 307，700 306，900 800

7	諸収入 54，506 55，413 △	907
1	預金利子 900 1，000 △	100
2	団体支出金 50，043 50，567 △	524
3	雑入 3，563 3，846 △	283

歳　入　合　計 10，913，500 11，252，010 △	338，510

（歳　出）	 （単位：千円）

款 本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額 比　　較

項
1	議会費 415 415 0

1	議会費 415 415 0
2	総務費 100，657 101，393 △	736

1	総務管理費 100，117 100，829 △	712
2	監査委員費 90 90 0
3	認定委員会費 50 110 △	60
4	審査会費 400 364 36

3	事業費 5，882，778 6，229，655 △	346，877
1	退職手当事業費 5，159，776 5，494，240 △	334，464
2	消防事業費 674，697 674，707 △	10
3	交通災害事業費 40，500 40，930 △	430
4	自治会館事業費 6，281 16，280 △	9，999
5	議員公務災害事業費 1，524 3，498 △	1，974

4	公債費 1 1 0
1	公債費 1 1 0

5	諸支出金 4，917，062 4，904，192 12，870
1	基金積立金 4，917，062 4，904，192 12，870

6	予備費 12，587 16，354 △	3，767
1	予備費 12，587 16，354 △	3，767

歳　出　合　計 10，913，500 11，252，010 △	338，510
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町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ

◉
鬼お

に

王お
う

丸ま
る

降
臨
！

　
鬼
北
町
の
道
の
駅
「
森
の
三
角
ぼ
う
し
」。

中
央
に
緑
色
の
屋
根
を
配
し
た
お
し
ゃ
れ
な

建
物
に
、
鬼
北
町
で
採
れ
た
各
種
の
農
林
産
物
加
工

品
の
展
示
販
売
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
₂₇
年
2
月
1
日
㈰
、
こ
の
駅
に
鬼
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
、多
く
の
入
り
込
み
客
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
の
旧
広
見
町
と
旧
日
吉
村
と

の
合
併
を
機
に
名
付
け
ら
れ
た
「
鬼
北

町
」。
全
国
１
７
４
１
の
地
方
公
共
団
体

の
中
で
唯
一
「
鬼
」
の
文
字
が
入
る
自
治

体
で
す
。
そ
の
こ
と
に
着
目
し
、
新
た
な

鬼
北
町
の
魅
力
発
見
と
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
始

め
た
「
鬼
の
町
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
、

鬼
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
制
作
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

作
る
か
ら
に
は
「
永
遠
に
残
る
よ
う
な

も
の
」「
鬼
北
町
ら
し
さ
を
表
現
し
た
も

の
、そ
の
特
色
を
秘
め
た
も
の
」
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

試
行
錯
誤
す
る
中
で
、
海
洋
堂
館
長
・
宮

脇
修
氏
、
株
式
会
社
海
洋
堂
代
表
取
締
役

社
長
・
宮
崎
修
一
氏
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ

い
た
の
が
、
世
界
に
名
だ
た
る
作
品
を
手

が
け
ら
れ
て
い
る
造
形
師
の
竹
谷
隆
之
氏

鬼 
北 
町

で
し
た
。
竹
谷
氏
に
は
、
原
画
作
成
か
ら

模
型
製
作
ま
で
、
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
、
つ
い
に
「
鬼
王
丸
」
が
完
成
し

た
の
で
す
。

　

鬼
王
丸
の
名
前
は
、
町
内
に
あ
る
国
史

跡
・
等
妙
寺
旧
境
内
に
関
わ
る
古
文
書「
等

妙
寺
縁
起
」
に
登
場
す
る
曽
我
兄
弟
の
家

臣
「
鬼
王
段
三
郎
」
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

怪
力
の
大
男
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
鬼

王
段
三
郎
は
、
等
妙
寺
を
開
山
し
た
理
玉

和
尚
に
寺
を
建
立
す
る
場
所
を
指
し
示
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
名
を
も
ら
っ
た
「
鬼
王
丸
」
も
、学

力
向
上
・
恋
愛
成
就
・
金
運
ア
ッ
プ
の
願

い
を
叶
え
る
力
で
、
き
っ
と
私
た
ち
に
生

き
る
力
や
知
恵
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

特産品の数々

▲絵本「鬼のおくりもの」

©竹谷隆之／鬼北町

©竹谷隆之／鬼北町

▲鬼から味噌

▶
男
鬼
Ｔ
シ
ャ
ツ

▶
鬼
梅
ポ
ン
酢

▼鬼の泪
　ピンブローチ

◀
鬼
梅
元
気
酢

▼鬼瓦製コースター

◀
鬼
に
た
ら
棒
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冬
か
ら
春
へ

　

明
日
か
ら
春
三
月
で
あ
る
。
日
差
し
の

暖
か
い
日
、
庭
の
紅
梅
の
枝
を
雀
よ
り
少

し
小
さ
な
黄
緑
色
を
し
た
小
鳥
が
、
チ
ョ

コ
チ
ョ
コ
動
き
回
っ
て
い
る
。「
梅
に
鶯
」

で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
だ
冷
た
い
風
が
、
白
・
紅
の
花
び
ら

を
揺
ら
す
。
寒
い
中
で
一
足
も
二
足
も
早

い
春
の
訪
れ
を
告
げ
よ
う
と
し
て
い
る
梅

の
花
。
冬
か
ら
春
へ
の
橋
渡
し
の
時
で
あ

る
。

　

南
国
四
国
と
言
え
ど
も
、
本
県
に
も
山

間
部
に
ス
キ
ー
場
が
あ
り
積
雪
地
域
が
あ

る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
今
冬
の
東
・
北
日

本
の
雪
国
の
積
雪
に
驚
か
さ
れ
る
。
毎
日

の
雪
下
ろ
し
作
業
な
ど
生
命
に
か
か
る
生

活
環
境
の
厳
し
さ
に
『
も
う
直
ぐ
春
が
来

ま
す
！
、
頑
張
っ
て
下
さ
い
！
』（
声
援
）。

　

さ
て
、
今
日
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
グ
ロ
ー

バ
ル
化
し
て
い
る
が
、
中
で
も
海
外
の
紛

争
地
域
は
、
ま
す
ま
す
混
迷
の
度
を
深
め

て
お
り
、
過
日
の
地
球
滅
亡
説
を
唱
え
た

某
予
言
者
の
言
葉
を
彷
彿
さ
せ
る
よ
う
な

世
界
に
な
り
つ
つ
あ
る
…
と
不
図
悪
い
世

相
が
よ
ぎ
る
昨
今
で
あ
る
。

　

先
の
大
戦
以
来
、“
平
和
”
が
世
の
中
、

至
極
当
然
の
よ
う
に
感
じ
、
平
和
を
愛
し

懸
命
に
働
き
、
過
ご
し
て
き
た
日
本
人
に

と
っ
て
、
現
世
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
紛
争

地
域
で
の
児
童
集
団
誘
拐
、
難
民
ら
生
活

弱
者
の
支
援
活
動
者
、
そ
の
窮
状
等
真
実

を
世
に
伝
え
よ
う
と
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
誘
拐
、
さ
ら
に
真
の
救
助
者
に
対
す

る
残
虐
な
行
為
は
、
何
千
歩
下
が
っ
て
も

理
解
出
来
な
い
…
。

　

日
本
人
は
、
良
い
に
つ
け
、
悪
い
に
つ

け
、
そ
の
大
方
が
そ
れ
ぞ
れ
八
百
万
の
神

に
願
い
、仏
教
を
信
じ
る
社
会
で
あ
る
。全

国
₈
₁
，3
7
7
の
神
社
、₇
₇
，8
0
0

の
寺
に
何
ら
か
の
形
で
関
わ
り
、
初
詣
、

宮
参
り
、
結
婚
式
、
葬
式
な
ど
自
然
体
で

あ
る
。
日
常
生
活
全
て
が
自
由
そ
の
ま
ん

ま
で
あ
る
。
海
が
国
境
を
形
成
し
て
お
り
、

外
か
ら
の
直
接
的
な
干
渉
を
現
代
的
に
良

い
意
味
の
海
・
鎖
国
が
行
を
制
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
…
。

　

た
だ
、北
方
、南
方
の
一
線
は
、正
当
を

主
張
し
、
結
果
を
求
め
る
べ
き
事
に
揺
る

ぎ
は
な
い
。
ま
た
倫
理
が
通
用
し
な
い
相

手
に
対
す
る
拉
致
被
害
の
救
済
は
、「
お

願
い
」
で
は
な
く
今
日
ま
で
に
至
る
経
緯

と
現
況
を
直
視
、
各
般
に
わ
た
り
国
民
が

一
丸
と
な
っ
て
対
処
す
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
。

　

他
方
、
混
沌
と
す
る
現
下
の
世
界
で
、

一
方
的
に
偏
る
で
な
く
、
自
国
の
み
生
き

残
り
を
目
指
す
こ
と
も
な
い
客
観
的
な
姿

勢
に
あ
る
の
は
日
本
で
あ
る
。
そ
の
事
を

も
っ
と
世
界
へ
発
信
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

他
国
の
姑
息
な
外
交
に
惑
わ
さ
れ
ず
、

臆
す
る
こ
と
な
く
、
王
道
を
多
発
信
、
近

代
情
報
戦
に
は
、
勝
つ
戦
略
の
構
築
が
特

に
急
が
れ
る
。

　

今
年
、国
連
創
設
70
年
で
あ
る
。国
連
創

設
期
の
経
験
を
見
直
し
、
現
代
環
境
に
応

え
ら
れ
る
真
の
国
連
に
す
べ
く
「
国
連
改

革
」
実
現
を
望
む
日
本
が
、
行
動
・
世
に

貢
献
す
べ
き
は
今
で
あ
ろ
う
。
た
め
に
国

内
は
一
層
の
連
帯
強
化
が
臨
ま
れ
る
。
春

は
必
ず
来
る
。

�

（
Ｔ
）

 

「
平
和
は
常
に
美
し
い
」

�

　
　
（
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン　

米
国
の
詩
人
）

一

筆

2
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
鬼
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
「
鬼
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
除
幕
式
、「
ふ
る
さ
と

Ｃ
Ｍ
大
賞
え
ひ
め
2
0
1
5
」
審
査
会

▽
4
日
＝
愛
媛
県
県
民
賞
贈
呈
式
（
中
村

修
二
氏
）、
同
祝
賀
会
、
同
記
念
講
演
会
、

自
治
労
連
と
の
意
見
交
換

▽
5
日
＝
全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟

第
1
3
1
回
幹
事
会
、
第
6
回
農
地
制

度
の
あ
り
方
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
会
合
、
総
合
事
務
組
合
平
成
27

年
度
予
算
説
明
、
香
川
県
町
村
議
会
議

長
会
と
の
意
見
交
換
会

▽
6
日
＝
西
日
本
建
設
業
保
証
株
式
会
社

平
成
27
年
保
証
事
業
審
議
会
、
愛
媛
県

清
掃
事
業
協
会
正
副
会
長
会
、
町
村
会

第
5
回
全
員
連
絡
会
、
全
国
町
村
議
会

議
長
会
第
66
回
定
期
総
会
、
全
国
町
村

議
会
議
長
会
都
道
府
県
会
長
会
ほ
か
関

連
会
議

▽
9
日
＝
農
地
制
度
に
か
か
る
大
臣
へ
の

お
礼
、
第
97
回
中
教
審
総
会
、
中
教
審

委
員
懇
談
会
、
平
成
26
年
度
町
議
会
事

務
局
職
員
研
修
会（
10
日
ま
で
）、
愛
媛

県
人
権
協
会
・
愛
媛
県
過
疎
地
域
自
立

促
進
協
議
会
長
訪
問
、
愛
媛
県
人
権
協

会
会
計
監
査

▽
12
日
＝
愛
媛
県
献
血
推
進
計
画
策
定
検

討
委
員
会

▽
13
日
＝
三
浦
保
環
境
賞
表
彰
式
、
全
国

過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟
第
1
2
5
回

理
事
会
、
愛
媛
県
人
権
協
会
会
計
監
査

▽
15
日
＝
愛
媛
県
更
生
保
護
会
百
周
年
記

念
式
典
・
祝
賀
会
、内
子
町
消
防
出
初
式

▽
16
日
＝
愛
媛
県
行
政
改
革
・
地
方
分
権

推
進
委
員
会
、
え
ひ
め
移
住
交
流
促
進

協
議
会
平
成
26
年
度
第
2
回
総
会

▽
17
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
第
68
回
定
期
総

会
、
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
第
66
回

定
期
総
会
、
町
村
会
・
議
長
会
定
期
総

会
に
か
か
る
合
同
式
典

▽
18
日
＝
第
48
回
南
海
放
送
賞
表
彰
式
・

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
、
愛
媛
県
消
防
協
会

編
集
後
記

　

今
年
も
町
村
会
と
議
長
会
の
定
期
総
会

が
無
事
、
終
り
ま
し
た
。
内
容
は
本
号
に

掲
載
の
と
お
り
で
す
。

　

今
回
で
5
回
目
の
合
同
式
典
。
知
事
や

県
議
会
議
長
さ
ん
に
も
お
出
で
い
た
だ
き
、

盛
会
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。あ
～
、よ
か
っ

た
よ
。

◇

　

さ
て
、先
月
号
の
答
え
合
わ
せ
で
す
。答

え
は
、

　

ご
遠
慮
な
く
→
こ
こ
ろ
置
き
な
く

　

残
念
な
が
ら
→
お
し
む
ら
く
は

　

一
生
懸
命　

→
う
ま
ず
た
ゆ
ま
ず

　

毎　

日　
　

→
あ
さ
な
ゆ
う
な

　

普　

段　
　

→
つ
ね
日
頃

　

言
い
回
し
一
つ
で
味
わ
い
が
変
わ
り
、

情
緒
が
増
す
よ
う
な
感
じ
に
な
り
ま
す
。

普
段
な
に
げ
な
く
使
う
言
葉
を
大
切
に
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
酒
仙
が
お
酒
を

大
事
に
す
る
よ
う
に
。

第
3
回
理
事
会
、
愛
媛
県
市
町
各
種
事

業
総
合
協
議
会
会
計
監
査

▽
19
日
＝
愛
顔
つ
な
ぐ
国
体
・
え
ひ
め
大

会
実
行
委
員
会
第
14
回
総
務
専
門
委
員

会
、
愛
媛
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合

会
第
57
回
通
常
総
会
、
全
国
市
町
村
水

産
業
振
興
対
策
協
議
会
常
任
理
事
会
及

び
理
事
会
、
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組

合
平
成
27
年
第
1
回
組
合
議
会

▽
20
日
＝
内
外
情
勢
調
査
会
愛
媛
県
5
支

部
合
同
懇
談
会

▽
23
日
＝
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

愛
媛
県
本
部
運
営
会
議

▽
24
日
＝
平
成
26
年
度
退
職
予
定
者
相
談

会
▽
27
日
＝
愛
媛
県
農
業
会
議
2
月
定
例
常

任
会
議
員
会
議
、
愛
媛
県
過
疎
地
域
自

立
促
進
協
議
会
会
計
監
査
、
愛
媛
県
市

町
各
種
事
業
総
合
協
議
会
会
計
監
査
、

（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
平
成
26

年
度
第
2
回
定
例
理
事
会
、
人
事
試
験

に
関
す
る
講
習
会


